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ア　外遊びの日を作るべきだ

・月に一回、昼休みに全校で外遊びをする

・運動する時間がふえ、体力づくりや気分

転かんになる

イ　作らず、今のまま自由にすごす
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決める
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【資料1】昼休みの過ごし方（全校児

童・この10年の変化）
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【資料2】「外遊びの日」への賛成・

反対（学年別）
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解答例・指導のポイント 昼休みに、全校で外遊びをする「外遊びの日」を作るべきか？

解答例１

わたしは、アの外遊びの日を作るべきだという立場に賛成です。資料1を見ると、外で遊ぶ人の割合は、この十年で六割から四割へと大きくへっています。月に一回でも

全校で外遊びをすれば、運動する時間がふえ、体力づくりや気分転かんになると考えるからです。

たしかに、資料2のように、高学年では反対の人が半分近くいます。外での運動が苦手な人や、読書をしたい人にとっては、自由がなくなると感じるかもしれません。し

かし、月に一回、短い時間にし、遊び方も自分で選べるようにすれば、多くの人が楽しめる日にできると思います。

解答例２

わたしは、イの外遊びの日は作らず、今のまま自由にすごすべきだという立場に賛成です。資料2を見ると、高学年では反対の人が半分近くいて、全員で決めるのは難し

いとわかります。昼休みの過ごし方は、一人一人が自由に決めるのがよいと考えるからです。

たしかに、資料1のように、外で遊ぶ人はへっています。運動不足を心配する声もあるでしょう。しかし、外遊びは体育の時間や、遊びたい人だけの声かけでもふやせま

す。全校で一りつに決めなくても、運動する時間はつくれると思います。

指導のポイント

この問題は標準学調6年の完全型（④＝予想される反論への応答）。第二段落に『たしかに〜しかし〜』の反論応答が入っているかを必ず見る。

第一段落は立場＋理由＋資料の引用（資料1の変化・資料2の賛否）。

ア・イどちらでも、反論を具体的に想定し、それに答えられていれば高評価。形式（八〜十行・二段落・◆）も確認する。
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